
・一覧表にある感染症にかかったときは、学校保健安全法で定められた「出席停止」となります。

・病院にかかり診断を受けたもの（新型コロナについては抗原検査で陽性となった場合含、インフルは受診要）

　が出席停止となります。

◎第1種感染症

◎第2種感染症

潜伏期間

１～３日

7～10日

8～12日

16～18日

16～18日

14～16日

2～14日

1～14日
平均5日

2年以内、特に6か
月以内に多い

4日以内

◎第3種感染症

潜伏期間

10時間～6日

２～14日

平均２４時間

2～5日

3～6日

4～14日

3～6日

2～3週間

12～48時間

全身状態が悪いなど、医師の判
断で出席停止を要する場合など

その他

そ
の
他
の
感
染
症 病院にかかった際、登校しても

よいか必ず確認

病名 出席停止期間

エボラ出血熱、クリミヤ・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペ
スト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白隨炎、ジフテリア、重
症急性呼吸器症候群（SARSコロナウイルスによるものに限
る）、中東呼吸器症候群（MARSコロナウイルスによるものに限
る）及び特定鳥インフルエンザ（感染症法第6条第3項第6号）

完全に治癒するまで

出席停止期間病名

出席停止期間

病名 出席停止期間

風しん
（3日はしか）

水痘
（みずぼうそう）

咽頭結膜熱

結核

髄膜炎菌性髄膜炎

高熱（39-40℃）咽頭痛、頭痛、結膜充
血、流涙、頚部リンパ節腫脹

病名 症状

新型コロナウイルス
感染症

発熱、咳、喉の痛み、倦怠感、息苦しさ

発熱、淡紅色の発疹が全身に出現

発症した後5日を経過し、かつ、症状が
軽快した後1日を経過するまで

病状により感染のおそれがないと認められるまで

発症した後5日を経過し、かつ、解熱し
た後2日を経過するまで

特有の咳が消失するまで、又は5日間
の適正な抗菌性物質製剤による治療が
終了するまで

解熱後3日を経過するまで

耳下腺・顎下腺又は舌下腺の腫脹が発
現した後5日を経過し、かつ全身状態が
良好になるまで

発疹が消失するまで

全ての発疹が痂疲化するまで

主要症状が消失した後、2日を経過す
るまで

流行性耳下腺炎
（おたふくかぜ）

急な発熱、頭痛、悪寒、関節痛、全身倦怠
感、咳、鼻水、喉痛

コンコンという短く激しい咳

発熱、咳、鼻水、目やに、結膜充血、頬の
内側にコプリック斑

耳下腺・顎下腺・舌下腺の腫れ、痛み

感染性胃腸炎など

症状

コレラ、細菌性赤痢、腸チフス、パラチフス

発熱、咽頭痛

咳、痰、微熱、倦怠感、進行すると発熱、
寝汗、血痰、呼吸困難

発熱、頭痛、意識障害、嘔吐

流行性角結膜炎

急性出血性結膜炎

溶連菌感染症

手足口病

伝染性紅斑（リンゴ病）

腸管出血性大腸菌感染症

発疹→水泡→膿疱→かさぶた

インフルエンザ

百日咳

麻しん（はしか）

【出席停止となる感染症一覧】

病状により感染のおそれがないと
認められるまで

条
件
に
よ
り
出
席
停
止

口腔・手足の水泡、発熱

両頬と四肢の紅斑

突然の発熱、咽頭痛、発疹

咳、発熱、頭痛

嘔吐、下痢、発熱

病状により感染のおそれがないと認め
られるまで

激しい腹痛、下痢、嘔吐

結膜充血、瞼の腫脹、異物感

結膜出血、充血、瞼の腫脹

ヘルパンギーナ

マイコプラズマ感染症


